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マレーシヤの水田 野 鼠 に つ い て

望 月正己

（富山県農業試験場）

Iはじめに

マレーシヤ（当時マラヤ）連邦国の要請にもとづき，

コロンボ計画の特殊技術専門家として，昭和37年11月か

ら39年11月までの2カ年間同国に滞在し，技術者を対象

としてネズミ防除の指導にあたった。この国の野鼠につ

いては過去長年にわたってヨーロッパの専門家による研

究や指導がなされてきたようであるが，防除に必要な基

礎から応用までに至る一連の調査研究体系が欠けてお

り，研究の成果も断片的なものが多く，指導資料として

適当なものはあまりない状態であった。そこで，同国政

府の要望に応じて仕事をすることとなったが，まず，対

象を稲作地帯に限定し，同国で現在奨励しているネズミ

防除について検討を行ないながら同時に特殊技術者の養

成に努めることとした。

対象となるネズミはRa"”αγger鯨Ue"だアが主体で

あった。指導地はマラッカ地区（プラウ・ガドン試験

場)，クアラ・ヤランゴール地区（タンジョン。カラン

試験場)，クリアン地区（パリ・プンタ稲作害虫試験地）

の3地区で，クアラ・ルンプールの農務局にl室をあた

えられて常駐し，計画の立案やら実施の交渉などを行な

い随時現地に出張して指導を行なった。指導の対象地区

は第1図の通りである。
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第1図調査および指導地要図

ここにその概要を報告するにあたり，農林大臣ジョハ

リ氏，農務局長ジャミール氏その他関係局員特に昆虫課

長ユヌス氏ほかの方々に対して深甚の謝意を表する次第

である。

Ⅱ調査・指導とその成績概要

調査および指導を行なうことによって得られた技術成

細の概要について私見も交えて述べると次のとおりであ

る。

種類とその分布水田地帯に出現するネズミの種類

はいままでRcr"sqygemit雁7zte7･が主なものとされてい

たが,調査してみると,水田に出現するネズミ類はすべて

R“t“属ではあるが,Rat"scrge"""e72te7･のほかに

R""s7･attz@sdic'･d",R""sicloy･e'Isis,Ra鉈“

ezz4"'z",R""ss".(未記載),R"tz4sa'@?za'2ααγiが

認められ，それらのなかでの優勢種は第1表にみられる

ように，地域によってちがいマラッカ地区ではRat＃狸s

γat"s""-d"9クアラ・セランゴール地区ではRgttzJs

arge"t"e"tenクリアン地区ではR"#zcsjalw･e7zsisが

優勢種であったこうしたことからしても，今度は他の主

第1表地域別にみた野鼠の種類

(職冒:職｡箭患磯:罷孵噌鵲朧蕊愚約 ）
－

蝿域別|離島,悶偽｡艶艶｡竃･鰻1鵬
マラッカ ’176000023雛と

;冤鰯｜侭※4Ⅱ5ユ4】ユ224主'こ野外
''ｱﾝ|33365]709エ野外

※はほとんど屋内捕痩

要稲作地帯全部について種類を調査し実態を明らかにす

る必要があろう。

棲息変動単作地帯の水田をえらび,Rett"

""geX範て,e7z2”について棲息数の年間変動を調べた結果

によると，棲息密度の高まるのは稲刈取後にあたる5～

6月と稲の生育期にあたる10～11月の2期で，なかでも

5～6月の密度は特に高く,3aあたり10頭以上にも及

んだほか幼獣も認められた。

4月には1巣当り8頭内外の幼獣が棲息していたが，

この地帯での稲刈取り直後は繁殖に最も好適な時期のよ
うである。

マレーシヤの水田は90%以上が単作であるが，目下，

二期稲作の導入も推進されつつある。

そこで，単作地区と二期作地区とをとりあげて，二期

稲の作季においてネズミ数の変動を両地区間で比較した

ところ，その結果は第2図のとおりであった。

すなわち，二期作地区では棲息数が非常に少ないが，
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第2図単作地区と二期作地区におけるネズミの棲息数と生長度

単作地区ではそれよりはるかに多いほか発育も進んでい
る傾向が認められた。

したがって，これらの調査および観察結果を水田内だ
けについて考えると，二期作の導入は，一期稲刈取り後
のネズミ類に対して好ましくない環境をあたえるらしい
ことがうかがえる。

したがって，向後は二期作のための潅祇施設を完備さ
せることはもちろん，乾期には入水などと関係して現わ
れるネズミの生態変動に注目し，充分な調査を行なうこ
とは，駆除以前の重要課題であろう。
ネズミの巣は一般に一時的なものが多いが，これは環

境に敏感で移動性に富むことによるものであろう。
このことは乾期に行なった棲息数調査において調査地

点から200|m半径内で再捕獲できたものがわずかに1頭
であったことからもわかろう。

主として観察によって水田内外への移動状況を調査し
た結果によるとRamwsαγge7zt"ezte7･は雑草地から水
田へ，また水田から雑草地への移動を行なうが，なかで
も水田への移行性が強力である。R"ws7･""s""ad"
は稲の成熟期に出現するが，水田への移行性は弱く，屋
内への移行性のほうが強い。RattzusjaJof･eFIsisは稲の播
種から刈坂までの間は水田への移行性が強いけれども一
方疎林への移行性も強い。

R""ss'.は水田への移行性はRatz"jaJ"e7zsisjg
りやや弱く,林地への移行性のほうが強い。
このような場面については向後いっそう追究を要する

ものとなろう。

被害と食性水田内のRa2"s".ge7a〃U〃"γは他
種に比較すると草食性で，1日9g程度の籾を摂食する
が，摂食活動の時刻は14時ごろから翌朝8時ごろまでで
あるが，活溌なのは18時から22時の間である。
被害の様式は摂食よりもむしろ切損によることが多

く，苗代では籾そのものよりも発芽した籾を掘り出して
胚乳部を食うことによって被害が現われる。

これはカホン科雑草やララングの根茎つまり澱粉貯蔵
部を掘り出して食う習性と似ている。一期稲の苗代期に
あたる8～9月は食草がほとんど枯死するため，苗代へ
の集中加害がめだち，苗が離乳期に入るかまたは周囲に
水が入ってから漸く加害が止むようである。二期稲苗代
の場合は周辺に刈坂後の稲穂や茎など散乱されている
ため，苗代への集中加害はほとんどない。二期作地帯で
の一期作稲の苗代はおそらく繁殖期にあたるであろうか
ら多少の集中加害はまぬがれないこととなろう。本田期
は初めのうち葉緑素のない茎部を摂食するが，これは畦
畔雑草の繁茂個所とかおそくまで放置された苗代などだ
けに多く，この種の被害は一般には少ない。
節間伸長期には生長点の節位が水面に出現すると，こ

の芯部つまり生長点の部分を好んで摂食するが，これは
ララングにみられる地上部の摂食部分と一致する。しか
し，幼穂は摂食されない。

乳熟期から成熟期にかけては，茎の上部第1節間を切
断して穂の籾の胚乳部を摂食する。

節間伸長期において茎の生長点の節位にあたえる被害
はネズミの棲息数とは関係なく穂ばらみ期にしばしば最

二圭声..…..ー.:,.__一
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も多くなる。おそらく，穂ばらみ期の稲は最も好適な食

餌となるからであろうが，このような時期にあたる水田

では集中加害がみられる。よって，こうした被害を回避

できるような耕種的方法を考える必要がある。

ネズミによる減収率は，クリアン地区で平均13.0%

（1963）と推定されたが，この減収率は穂ばらみ期ごろ

から刈取り期までの被害茎総数と関係が深く，この総数

が多いときは穂ばらみ期の被害も多いようである。

の実などがよいかもしれない。こうしたことも加味した

材料の検討が必要である。・

殺鼠剤および毒餌毒餌材料とも関連はあるが，ま

ず殺蝋剤の面から現在マレーシヤで使われている燐化亜

鉛系薬剤1種のほか，クマリン系薬剤3種，タリウム系

薬剤1種，モノフルオール酷酸系薬剤1種を供試し，そ

れぞれ標示されている基準蛍およびそれ以下の通を玄米

に塗沫または吸収させ，新鮮な毒餌を使ってその摂取量

を検討した。それによると，クマリン系1種，タリウム

系1種，モノブルオール酷酸系1種は摂取量が多く，燐

化亜鉛系1種，クマリン系2種は少なかった。

これは選択摂食について忌避性も影響した結果と考え

るべきである。

同一種の殺欺剤を供試して殺臘効果を検討した結果は

第2表に示すとおりである。
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第2表毒餌に対する2種野鼠の諸性質

(総蕊aKR鵬農認a鰐瀞f弾晶基調鰯｡）
(348） 車揮咽投与後摂

食開蛤室での
日数(日）

概食且(厩)／吸低致死量(mg)/
体Ⅲ1”g 体皿1m9

一

ネズミの菰碩

Ra〃"g._._1."gLO490.26=LO.5213～18αγge祁匝"F"fer1.33士U490.26士0.5210日おきに行なった鯛査回数（回目）

第3図クリアン地区における地点別被害

茎の推移

R“"s

j@/ore"sis
1．12士0．配1.溺士0．75率～弱5

毒餌はモノフルオール甜敢系の殺鼠剤1種で玄米を処して作製。

車ば柾抗性の強いネズミに対し初回投与1日の摂食量
また，第3図からもわかるように，穂ばらみ期前に被

害の出現が早くて多いと穂ばらみ期の被害も多いと考え

られる。多被害地域では，ネズミの棲息数や被害の推移

から予察法を確立しなければならないが，駆除時期は穂

ばらみの直前期ごろが最適と思われる。

毒餌材料現在最も一般的に普及されていて，効果
も割合に高い駆除法は毒餌の使用である。マレーシヤで

は米粉その他の穀粉に香料や油脂などを混合したり，ま
た，昆虫を混ぜたりしている。水田地帯では一般にゆで
た籾が使われている。籾や玄米のほかトウモロコシ，パ

イナップル，タピオカ，サツマイモ，干魚などについて

比較検討したところ，摂取量ではタピオカが最も多くて

パイナップルこれにつぎ，籾，発芽籾，玄米，トウモロ

コシ，サツマイモ，干魚などは少なかった。

摂取量の多い餌を使うと単位量あたりの殺蝋剤含量を

減すこ.とはできるが，そのままでは使えないという不便

がある。

発芽籾は玄米や籾に比べると摂取壁はやや多いけれど

も，ゆでた籾と同じように，作るのに手間がかかる。玄

米はネズミによる被害物そのものであって，摂取盆こそ

少ないが，日別摂取回数つまり食いつきは摂取姓の多い

ものとかわらないから，結局，毒餌の材料としては玄米

の単用で充分であろうと考えられる。ただし，高温多湿

の野外では腐りやすいという心配もあろうから，長く新

鮮度を保たせようとするならば，かえってトウモロコシ

この種の場面には，時期や体重などの差による影鱈も

あろうが，この表からもわかるように種類による差がか

なり大きいようである。

つぎに，毒餌の腐敗が早いかおそいかは効果を大きく

左右するので，この面について燐化亜鉛系とモノフルオ

ール酷酸系の各一種を用ぃ玄米を材料とした毒餌を作り

検討したところ，これらの腐敗は投与5日目ごろからは

じまるので毒餌摂取盆は4～5日目が最低を示した。し

たがって，天候が比較的よいときには投与後3～4日間

は効果を期待出来ようと思うがウしかし，毒餌摂取期間

中の被害茎減少は期待出来ない。毒餌は投与後1～2日

間に大部分のネズミが摂取を開始するが，1頭あたりの

初回摂取盆は最も多いものでも1g内外であった。（第

2表参照）

これらのことからすると，玄米毒餌を使って完全駆除

を行なうには，初回投与後1日以内に致死趣まで食べさ
せることが必要である。

駆除の実施上記の結果にもとづいて，約1．5ヘク

タールの水田で穂ばらみ期にある二期作稲を対象として

駆除を実施した。対象野蝋はRa此gasaFge""e7zterと

し，薬剤は忌避性が少なくて，しかも強力なモノフルオ

ール酪酸系1面を供試し，ネズミの抵抗力および体の大

きさなどをも考慮した上で1対10の割合で玄米に吸収さ




